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 現在の活動状況について 
   

緊急事態宣言の発令に伴う大学の措置によって先月から全体練習等の活動を停止していましたが、期間の

延長により現在も学内外問わず部全体での活動は禁止の状況が続いています。大学の活動指針のレベル

が引き下げられ次第再開が可能になる見込みですが、いつ頃になるかは未だ分かっておらず、３月１０日ま

でに予定されていたオープン戦４試合も中止となりました。 

 選手は引き続き各自自主練習に励んでおり、毎週末の縦割り班ごとのミーティングで内容の報告、確認や

フィードバックを行っています。全体練習ができない日々が続きモチベーションの維持も難しいところではあり

ますが、昨年から数えれば自主練期間も計８カ月目となり、それぞれ自分に合った練習スケジュールやメニ

ューをつかんで目標設定等を工夫しながら取り組めているようです。 

 ３月の後半にはオープン戦５試合を予定していますので、それまでには全体練習を再開し無事試合に臨め

ることを祈りつつ、引き続き個人での練習・トレーニングに励んでまいります。活動状況については随時ホーム

ページや SNS等で発信していきますので合わせてご覧ください。 

 

 

 

３/１５（月） vs高千穂大学 ＠所沢航空記念公園野球場 

３/１６（火） vs帝京平成大学 ＠長生の森公園野球場 

３/１９（金） vs東京外国語大学 ＠武蔵村山総合運動公園第一運動場 

３/２２（月） vs東京学芸大学 ＠武蔵村山総合運動公園第一運動場 

３/２６（金） vsスクールパートナー ＠ケイアイスタジアム 

※上記は２月２５日現在の予定であり変更の可能性があります。 

※２６日に試合予定のスクールパートナーは、スポーツスクール等を運営する企業の社会人野球部です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オープン戦の予定 
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 自主練習の様子 
 

《２年 藤田和志 (外野手)》 

 

 

現在は 2人でしか練習できないため、基本的には一人で出来るティーや素振り、

ウエイトトレーニングを中心に練習しています。週に 1、2回同期を連れてキャッチ

ボールなど 2人でしかできない練習をしているような状況です。 

今までコンバートが続いて公式戦に出る機会がなかったので、大学野球折り返し

の春リーグは試合出場、初ヒットを目標に頑張りたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

《１年 ガンディー翔 (投手)》 

 

緊急事態宣言の延長により未だ全体練習を再開で

きていない状況なので、同期と河川敷で練習してい

ます。 

同期の押川に防具を着けてもらいピッチング練習を

しています。アウトローのストレートの精度とストライク

が取れる変化球を意識して練習しています。変化球

は YouTubeなどで調べていろいろ試して習得を目

指しています。写真は防具姿の押川と素振りをする

押川です。 

ウエイトトレーニングも週 2で取り組んでいて、投球フォームの安定と球速アップのため体づくりに励んでいま

す。 

練習再開までに少しでも実力をつけ、春リーグで少しでも戦力になれるように頑張っていきます。 
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 100周年記念事業特集＃２ 

～年度幹事向け説明会が行われました～ 
 100周年記念事業特集第２弾！今回は２月８日(月)～11日(木)の４日間にわたり行われた年度幹事向

け説明会の模様をお伝えします。 

 

 100周年記念事業に関する第１回目の説明会とな

った今回は、各学年からお一人ずつ努めていただいて

いる年度幹事の皆様に向け、事業全体の計画プラン

や推進体制、進捗状況等についてお伝えし、皆様から

貴重なご意見をいただきました。ご卒業年度ごとに日

程を設けオンライン上で開催し、４日間で計 26名の

方（年度幹事兼世話人の方も含む）にご参加いただき

ました。お忙しい中お時間をいただき誠にありがとうござ

いました。 

 

《説明会にご参加いただいた皆様》 

S51 佐治誠 会長＊ S52 高橋雅和 副会長＊   

S44 鐘江健一郎 様 S45 稲垣博正 様 S50 加藤純夫 様 S51 飯島富士夫 様＊ 

S55 芝崎守 様 S56 坂本雅昭 様＊ S57 中村正文 様 S60 服部壮 様 

S61 別納成明 様＊ S63 小野寺博 様 H1  鷲見健夫 様 H3  菊池優徳 様 

H4  村田温 様 H5  犬飼一雅 様＊ H8  杉田統 様 H10 高野敏行 様＊ 

H12 秋山賢二郎 様 H13 黒岩宏章 様 H20 村松晃吉 様＊ H21 橋本孝太郎 様 

H22 西嶋育 様 H24 酒井美帆 様＊ H25 岩下竣亮 様 H26 高石悠 様＊ 

H28 日下部匡彦 様 H30 打土井力 様 H31 大崎光一郎 様 ＊
世話人の方 

 

 当日は高橋副会長に司会進行を務めていただきました。冒頭ではご出席者のご紹介に続き、今年１月半

ばにご逝去された昭和６０年ご卒業の名取光広様のご功績を偲び、出席者全員で黙祷を捧げました。現役

時代は投手として素晴らしいご活躍をされ、ご卒業後も年度幹事また世話人として一球会の活動に多大な

ご尽力をいただきました。この場をお借りし、改めて心よりご冥福をお祈り申し上げます。 

  

次に現役より現在の活動状況および新４年生の就

職活動の状況についてお話しし、続いて佐治会長

より 100周年記念事業全体の事業計画概要や各

事業の推進体制、寄付金募集の概要などをご説明

いただきました。事業計画のご案内資料は公式ホ

ームページのＯＢＯＧページにも掲載しておりますの

でどうぞご覧くださいませ。 

  

 

↑2/8 の様子 

↑2/9 の様子 
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さらに、環境整備事業の詳細を世話人の飯島様

(S51)、酒井様(H24)、２年マネージャーの小林

よりご説明いたしました。写真付きの資料や図面

等を示しながらの解説によって、多くの方に現状

をご理解いただき、また完成図もイメージしていた

だけたのではないかと思います。そちらの資料も

同様にホームページに記載しております。 

100年史作成事業、ホームページ改修について

も、それぞれ担当マネージャーの２年内海と３年松永

が解説スライドを用いながらご説明いたしました。各事業の詳細については次号以降の保護者会通信でもご

紹介してまいります。 

  

その後は佐治会長より、ＯＢＯＧの皆様へのお願いとして 100周年記念事業へのご理解とご協力、さらにＯＢ

総会をはじめとした一球会活動全般への積極的なご参加を呼び掛けるご挨拶がありました。最後の質疑応

答では、環境整備事業の優先順位や部室新築・旧部室改修に関するご質問、またご寄付の呼びかけ方法

や募集目安について貴重なご意見をいただきました。 

 

OBOGの皆様お一人お一人に感想をお伺いした

場面では 100周年記念事業への深いご理解の

もと前向きなコメントを多数いただき、私たちも現

役部員として大変ありがたく思うと同時に、事業の

成功に向けさらに一生懸命に取り組んでいこうと

身の引き締まる思いでした。 

  

 

改めまして、事業へのご理解と貴重なご意見、また多くの温かいお言葉をいただきましたこと、心より感謝申し

上げます。引き続き 100周年記念事業へのご理解とご協力をどうぞよろしくお願いいたします。 

  

 

 

 

 

 

 

 

↑2/10 の様子 

↑2/11 の様子 

～寄付金募集の状況～ 

２０２１年２月２５日現在、いただいたご寄付は 

計７３名、総額 10,425,000円   となっております。誠にありがとうございます。 

最新の寄付募集状況やご寄付いただいた方のお名前などの詳細は、ホームページ内「OBOG の方へ」の

100周年記念事業のページ(https://hitotsubashi-bbc.com/ikkyukai3/100-2/)に掲載しております。 

https://hitotsubashi-bbc.com/ikkyukai3/100-2/
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 一球会だより ～H3卒 菊池優徳様より～ 
２０２１．２ 

 

平成３年卒の菊池です。平成２年時には主将を仰せつかっておりました。また寄稿する機会をいただき、

深謝申し上げます。 

今回は、マスターズ甲子園についてご披露いたしますので少々お付き合いいただけたらと思います。 

マスターズ甲子園については、ＰＬ学園で桑田さんが出場してから露出が増え、ご存知の方も多いと思いま

すが、高校のＯＢチームにて各都道府県で予選を行い、甲子園を目指すものです。 

試合の後半は３５歳以上という年齢制限があるのですが、殆どのチームでは３０代４０代中心で、５０代の

人はなかなか出られない為、東京都では、シニアマスターズという５０歳以上のカテゴリーを創設しました（私

自身は３５歳以上のところでも出る気満々ですが、、、、、）。 

私の母校は大学のご近所の都立国立高校です。私はあまり素行が良い子供ではなかったのですが、中学

１年の時に、人生の大大転機が訪れます！！ 

後に母校となる都立国立高校（国高）が、都

立高で初めて甲子園出場という大ニュースが流

れました。その時の国高の主将は、先日お亡くな

りになられた名取先輩です。荒木大輔（早実）の

影響もあり、多くの人が甲子園に注目していまし

た。国高に行って野球をやりたい、身の程知らず

と先生は笑っていたでしょうが、私はそう強く思い

ました。そこが私の人生のターニングポイントの１

つです。ここから生活態度も更生され、勉強もそ

こそこするようになって、今に至ります。ですの

で、名取先輩は、私の人生に大きな好影響を与

えてくださった恩人、そういう事になります。 

２０１９年１２月に行われましたシニアマスターズ甲子園東京決勝戦では駒沢球場でご一緒させていただき

ました。ここに当日の名取先輩のお写真を掲載させていただきます。謹んでお悔やみ申し上げます。 

 

シニアマスターズ甲子園についてですが、

その辺の草野球とは一線を画し、各校とも一

応きちんと練習して参加してきます。楽しみ

つつも当時の血が騒ぐのだと思いますし、実

際にやっていてとても楽しいです。きちんと球

場を借りて、他校と合同練習なども行いま

す。我が母校では、張り切りすぎて、練習で

肉離れは複数人、肩を脱臼する者まで出て

しまいましたが、、、、、。 

決勝戦では日体大荏原高校を３－１で下

し、なんと優勝してしまいました。参加校には

皆様もよくご存じの、修徳、国学院久我山、
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日大二、安田学園、中大附属、その他強豪校も名を連ねており、その中での優勝は価値があると思っていま

す。打ち上げは電通さんが懇意にしている鮨屋にて５０歳以上のおじさんたちが大騒ぎ。こんなに心底喜んだ

のは久しぶりかもしれません。 

 

大会直前のＯＢ総会での紅白戦が、このマスターズ

大会のセレクションになるという噂が流れ、私自身はし

っかり調整してＯＢ紅白戦に臨みました。その試合で

は、二死１，２塁の場面でセンターオーバーの三塁打

を放ち、セレクション合格？を勝ち取りました。そこから

大急ぎでユニフォームを発注、背番号は現在大学生

で野球部に所属をしている息子と同じ番号にしました

（並べて眺めて勝手に感動しております）。 

 

決勝戦の相手は繰り返しになりますが日体大荏原

高校。はっきり言って殆どの選手が現役の体育の先

生だと思われます。明らかに相手の方が動きはいい

し、打球も速いのですが（取られた１点は、駒沢球場

での柵越えの本塁打）、再三のピンチを好守で阻み、

特に最終回の一死満塁のピンチは６－４－３のダブルプレーで凌いで優勝してしまいました。 

また、決勝戦当日には、駒沢球場が会場になるという事で、駒沢在住の丸山先輩（平成２年卒）が応援に

来てくださいまして、写真まで撮っていただきました。 

 

ちなみに丸山先輩は、フルマラソンを３時間

以内で走ってしまう「サブスリー」ランナーです。

とても締まった身体をされています。私は３回

（河口湖、丹波篠山、ホノルル）フルマラソンに

チャレンジしておりますが、４時間半です（市民ラ

ンナーとしてはまあまあかと）。 

野球のおかげで心身ともに豊かな暮らしを送

れております。書斎にはチンニングマシンも装備

しました。仕事から帰宅したら、風呂でも食事で

もなく、スーツを脱いでまずは腕立て＆懸垂！こ

のちょっとした事の積み重ねが５０歳を超えてき

ますと特に効いてくると思います。ランニングと筋

トレを習慣化し、今後もできる限り野球を楽しんでいきたいと思います。 

最後までお付き合いいただき、有難うございました。 

平成３年卒 菊池優徳 
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 今月も一球通信をご覧くださいましてありがとうございます。また、お忙しい中ご協力いただきました菊池

様に心より御礼申し上げます。 

 

 緊急事態宣言の発令に伴う活動制限が続く中、選手は２月も個人での練習・トレーニングに励んでいま

す。少人数で河川敷のグラウンドを利用したり、地元の友人や後輩に協力を仰いだりして工夫しながら練

習を続けており、班ごとに行う週末のミーティングでは、体が一回り大きくなった、増量でパワーが増したな

どウエイトトレーニングの成果も多く報告されているようです。緊急事態宣言が解除され一日でも早く全体

練習が再開できるようになることを祈りながら、残り１０日間ほどは引き続き個人練習に取り組んでまいりま

す。 

 また、本日２月２５日と２６日は国立大学前期日程２次試験当日です。弊部も SNS 等で新歓アカウント

を作成し受験生を応援しながら、徐々に新入生の勧誘に向けた準備を進めています。今年度も新型コロ

ナウイルスの影響でオンライン上での新歓活動となり難しい状況ではありますが、昨年度の経験を活かし

つつオンライン上の説明会・イベントに適した発信方法を展開していく予定です。既に新歓 PV が完成し、

新歓パンフレットも合わせて３月上旬には完成・公開予定ですので、ＯＢＯＧの皆様もぜひホームページ等

でご覧ください！ 

 

 今後の活動状況および春季リーグ戦の開催情報については、一球通信のほか公式ホームページや

Instagram、Twitter 等の SNS を通じて随時お伝えしていきますのでご覧いただけますと幸いです。まだま

だ不安な日々が続きますが、皆様くれぐれもお体にお気をつけてお過ごしください。今後とも変わらぬご支

援、ご声援を賜りますようお願い申し上げます。 

 

一橋大学硬式野球部 ２年 

内海和音 
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▼一橋大学硬式野球部公式ホームページはこちら 

https://hitotsubashi-bbc.com 

▼「OBOGの方へ」ページ URL 

https://hitotsubashi-bbc.com/ikkyukai3/ 

（パスワード： hitbbc） 

 

公式 Instagram、Twitterのフォローもぜひお願いいたします！ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

https://instagram.com/hit.baseball 

 

 

 

 

 

  

 

  https://twitter.com/hit_baseball 

 

 

 

 

 

 

 

ご意見・ご要望、配信停止等のご連絡はこちらまで↓ 

hit.u.bbc.mg@gmail.com 

 

OBOG の方向けページでは、１００

周年記念事業の詳細や一球会の

情報、リーグ戦の試合結果と試合

動画などがご覧いただけます！ 

https://hitotsubashi-bbc.com/
https://hitotsubashi-bbc.com/ikkyukai3/
https://instagram.com/hit.baseball
https://twitter.com/hit_baseball

